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平成２３年１２月美馬市議会定例会議事日程（第１号） 

 

平成２３年１１月２９日（火）午前１０時開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名について 

 

日程第 ２ 会期の決定について 

 

日程第 ３ 議案第 ８０号 美馬市職員の給与に関する条例及び美馬市職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例の一部改正について 

議案第 ８１号 平成２３年度美馬市一般会計補正予算（第３号） 

議案第 ８２号 平成２３年度美馬市国民健康保険特別会計補正予算（第２

号） 

議案第 ８３号 平成２３年度美馬市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

議案第 ８４号 平成２３年度美馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号） 

議案第 ８５号 平成２３年度美馬市水道事業会計補正予算（第３号） 

議案第 ８６号 工事請負契約の変更について 

議案第 ８７号 物品購入契約の変更について 

議案第 ８８号 美馬市立脇町図書館の指定管理者の指定について 

議案第 ８９号 美馬市都市公園の指定管理者の指定について 

議案第 ９０号 美馬市吉野川河畔ふれあい広場の指定管理者の指定につい

て 

議案第 ９１号 美馬市脇町老人福祉センターの指定管理者の指定について 

議案第 ９２号 美馬市シカ肉等処理加工施設の指定管理者の指定について 

議案第 ９３号 木屋平特産物販売センターの指定管理者の指定について 

議案第 ９４号 美馬市放牧場の指定管理者の指定について 

議案第 ９５号 水辺の楽校中鳥川公園の指定管理者の指定について 

議案第 ９６号 訴えの提起について 

議案第 ９７号 訴えの提起について 

議案第 ９８号 訴えの提起について 

議案第 ９９号 訴えの提起について 

議案第１００号 訴えの提起について 

議案第１０１号 訴えの提起について 

議案第１０２号 訴えの提起について 

議案第１０３号 訴えの提起について 

議案第１０４号 訴えの提起について 
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平成２３年１２月美馬市議会定例会会議録（第１号） 

                                         

◎ 招集年月日   平成２３年１１月２９日 

                                         

◎ 招集場所    美馬市議会議場 

                                         

◎ 開   会   午前１０時００分 

                                         

◎ 出席議員 

   １番  中川 重文    ２番  林   茂    ３番  武田 喜善 

   ４番  上田  治    ５番  郷司千亜紀    ７番  藤原 英雄 

   ８番  井川 英秋    ９番  西村 昌義   １０番  国見  一 

  １１番  久保田哲生   １２番  片岡 栄一   １３番  原  政義 

  １４番  川西  仁   １５番  三宅  共   １７番  前田 良平 

  １８番  三宅 仁平   １９番  藤川  俊   ２０番  武田 保幸 

                                         

◎ 欠席議員 

  １６番  谷  明美 

                                         

◎ 地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名 

  市長                牧田  久 

  副市長               河野 尚二 

  政策監               逢坂 章人 

  企画総務部長            岡田 芳宏 

  保険福祉部長            西前 清美 

  市民環境部長            小笠 博文 

  経済部長              大垣賢次郎 

  建設部長              武田 季三 

  水道部長              藤  公生 

  企画総務部理事           堀  芳宏 

  消防長               大久保利幸 

  木屋平総合支所長          藤本 高次 

  企画総務部総務課長         加美 一成 

  企画総務部秘書広聴課長       吉田ますみ 

  企画総務部財政課長         緒方 利春 

  会計管理者             岡  建樹 

  代表監査委員            松家 忠秀 
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  教育長               光山 利幸 

  副教育長              新井榮之資 

                                         

◎ 本会議に職務のため出席した者の職氏名 

  議会事務局長            井上 淳一 

  議会事務局次長           藤岡 博子 

  議会事務局次長補佐         小野 洋介 

                                         

◎ 議事日程 

  議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。 

                                         

◎ 会議録署名議員の氏名 

  議長は会議録署名議員に次の３名を指名した。 

               ５番  郷司千亜紀 議員 

               ７番  藤原 英雄 議員 

               ８番  井川 英秋 議員 
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開会 午前１０時００分 

◎議長（藤川 俊議員） 

 おはようございます。今年も１２月議会と相成りました。今年は年が始まる前にうさぎ

の年であるということで、平穏無事が予測されたわけでありますが、あに図らんや、大変

な自然災害の年であったわけであります。また、我々を取り巻く政治の世界におきまして

も、大変な変動の時期でございます。まだまだ政府も安定をしておるとは十分言えない状

況のもとで推移いたしておるわけであります。経済におきましても、リーマンショック、

そして立ち直るかに見えたところでありますけれども、東日本の震災、更に追い打ちをか

けるように円高、極めて千変万化の状況が続いておって、安定が望まれるわけであります

けれども、長い間の不況による秋霜感が国民の間で漂っておるのもまた事実であります。

また、そのような国と同時に、財政的に依存をしておる地方の運営もまた大変な状況にあ

ることは間違いないわけであります。何とか、迎える年は明るい年をというふうに願わな

いわけにはいけないわけであります。そのようなときに開かれますこの１２月議会であり

ます。何とか、将来に明るい一つの展望、あるいは、せめてともしびでもつけることがで

きれば、これで幸いであるというふうに思うわけであります。諸氏の皆さんの一層のご奮

闘を心から、この議会、ご期待を申し上げまして開会といたすわけであります。 

 ただ今の出席議員は１８名であります。定足数に達しておりますので、これより平成２

３年１２月美馬市議会定例会を開会いたしたいと思います。 

 なお、牧田市長からのあいさつにつきましては、提案理由の説明の際に併せてお願いす

ることにいたしたいと存じます。 

 従いまして、ただ今から本日の会議を開きます。 

 なお、谷明美議員より欠席の届けが出されておりますので、ご報告をいたしておきたい

と存じます。 

 最初に、諸般の報告をいたしたいと存じます。議長の報告からいたします。主なものに

ついてを報告いたしたいと存じます。 

 まず、１０月７日、第１４３回徳島県市議会議長会定期総会が三好市で開かれ、原副議

長とともに出席をいたしました。 

 次に、１０月１７日、平成２３年度国道４３８号線美馬・剣山間整備促進期成同盟会総

会及び広域農道吉野川中部地区新設促進期成同盟会総会がつるぎ町で開催され、出席をい

たしました。 

 次に、１０月２６日、第６２回四国市議会議長会理事会が香川県東かがわ市で開催され、

出席をいたしました。 

 次に、１０月２７日から２８日にかけて、姉妹都市であります北海道新ひだか町へ、原

副議長、井川総務委員長とともに表敬訪問をいたしました。今後双方の交流について、親

しく意見交換会を行いました。 

 次に、１１月８日、美馬環境整備組合臨時会が美馬環境整備組合会議室で開催され、原

副議長、井川総務委員長とともに出席をいたしました。 
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 次に、１１月１１日、第９１回全国市議会議長会評議員会が日本都市センター会館で開

催され出席をいたしました。 

 次に、１１月１３日、美馬市教育振興大会が脇町中学校で開催され、これに出席をいた

しました。 

 次に、１１月１６日、国道４３８号・４３９号並びに主要地方道山城東祖谷山線改良促

進期成同盟会総会が徳島市で開催され、これに出席をいたしました。 

 次に、１１月１９日、災害時の相互応援協定書を結んでおります、長野県高森町で第３

１回ふるさと祭りが開会され、これに出席をいたしました。 

 次に、１１月２０日、近畿美馬市ふるさと会第６回通常総会がラマダホテル大阪で開か

れ、これに出席をいたしました。 

 次に、１１月２５日、姉妹都市交流懇話会が洲本市で開かれ、市長とともに出席し、２

６日には洲本市制施行５周年記念式典が開催され、原副議長とともに出席をいたしました。 

 また、９月定例会以降、和歌山県紀の川市ほか、３市から環境対策、見守りシステム等

についての行政視察があり、市長部局とともに対応いたしました。 

 次に、監査委員から平成２３年８月、９月、１０月分の例月出納検査についての報告が

提出されております。 

 なお、報告をいたしました、それぞれの関係資料につきましては事務局に保管しており

ますので、必要に応じてご高覧をいただきたいと存じます。 

 以上をもちまして議長の報告を終わります。 

 次に、各委員長より、閉会中の継続調査の報告をお願い申し上げます。 

 初めに、産業常任委員会委員長、片岡栄一君。 

◎１２番（片岡栄一議員） 

 議長、１２番。 

◎議長（藤川 俊議員） 

 片岡君。 

［１２番 片岡栄一議員 登壇］ 

◎１２番（片岡栄一議員） 

 おはようございます。ただ今、議長より継続調査の報告をせよとのご指示がございまし

たので、産業常任委員会閉会中の継続調査報告を申し上げます。 

 当委員会は去る１０月２６日から２７日にかけまして、大分県佐伯市において開催され

ました、第５回全国水源の里シンポジウムに参加してまいりました。開催地であります佐

伯市は、平成１７年３月３日に佐伯市と大分県南海部郡の５町３村が合併して誕生した市

であり大分県の南東部に位置し、人口約８万２,０００人、面積９０３.４平方メートル、

海岸線延長が約２７０キロ、九州で一番広い面積を持つ町であります。このシンポジウム

は、上流は下流を思い、下流は上流に感謝するといったようなテーマで、全国各地から約

３００名の行政関係者の出席のもと開催され、まず初めに日本の水源林の危機という演題

で、基調講演がございました。 
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 講演の内容について一部報告をいたします。講演では経済のグローバル化により、日本

の国土資源である土、水、緑が外国資本の投資対象になり、世界的な資源争奪戦が展開さ

れ、日本の地域社会の過疎化や住民の土地への無関心、地権者の売却意欲の高まりなどを

背景に、山間部での土地取引総面積が過去１０年間で倍増しているとの現状が報告されま

した。日本の土地制度を諸外国と比較してみますと、欧米では土地の最終処分権や優先的

領有権を政府が持つのに対し、我が国では土地の私的所有権が公権に対抗し得るほど強い

こと、アジアでは一部を除けば、外国人の土地所有については地域を限定したり、事前許

可制とするなど、制限を課している国が多数であるのに対し、我が国では農地以外は売買

規制なく、利用規制も実体上緩く、安全保障面での法整備もぜい弱である、また欧米では

国の重要なインフラや基幹産業に対する投資について、公共の利益の観点等から公的に介

入できる制度を整えているのに対し、我が国ではそうした包括的ルールも不備であること

などから、万一山林の不適切な売買、開発が進んだ場合、現行制度下では迅速な対応が困

難であるとの課題が提起されました。そして、課題解決のためには、早急に土地の公益性

を担保するためのルール整備が必要であるが、外国資本による山林買収自体を問題視する

ばかりでなく、現行の土地制度の根本課題を直視し、林業の再生、地域の活性化という広

い観点から国においては、国土資源保全の総合対策を、また自治体においては山林所有者

不明化の防止対策をして、地域住民、ＮＰＯにおいては、次の世代に引き継ぐ森林保全の

あり方を模索するなど、それぞれが課題解決に向けて、役割を担うことが重要であるとの

提言もされました。 

 引き続き、水源林を守るというテーマで、パネルディスカッションが開催され、パネリ

ストからは行政、林業経営、河川漁協、それぞれの立場で、現状報告や問題提示があり、

市と連携した森林管理体制作りが必要、環境を守るために循環型林業を目指すべきだ、地

域それぞれが目指す林業の姿をしっかりと考え取り組むことが大切などと、活発な議論が

展開されました。そして、翌日には佐伯市内において、シビエ料理の開発をしているレス

トランコリーヌなどの視察を実施いたしました。 

 今回、第５回水源の里シンポジウムに参加し、森林の重要性を再認識することができ、

知り得ることができました事項につきましては、今後の活動に生かしていきたいと考えて

おります。 

 以上で、産業常任委員会の閉会中の継続調査報告を終わります。 

◎議長（藤川 俊議員） 

 ご苦労でした。 

 続いて、総務常任委員会委員長、井川英秋君。 

［８番 井川英秋議員 登壇］ 

◎８番（井川英秋議員） 

 おはようございます。総務常任委員会より閉会中の継続調査の報告をいたします。 

 まず初めに、先ほど、議長の諸般の報告の中にもございましたが、１０月２７日、２８

日にかけて、本市と姉妹都市であります北海道新ひだか町へ、正副議長とともに所管の委
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員長として私も表敬訪問をさせていただきました。今後、新ひだか町議会との交流につい

て意見交換をしてまいりました。私も新ひだか町へ、初めて訪問させていただきましたが、

想像しておりました以上に先祖に対する思い、また稲田家の本家である旧脇町、洲本市に

対しての思いは、お話をお伺いする中でひしひしと伝わってまいりました。現実、先祖、

またその歴史を後世に伝えるための施設は本当に充実したものでございました。また、社

会科の副読本の中で、小学校３年生から４年生の教科書として、教材として採用し、稲田

家の静内の開拓を詳しく掲載し、歴史を子供たちに伝えております。先人を大事にする姿

勢は、もともと本家を自任する美馬市の人間としては少し恥ずかしいところもございまし

た。今後、私たちも文化・歴史を後世に伝えるため、もっともっとこの問題に対して充実

した施策を行い、先祖を共有する美馬市、新ひだか町、洲本市において文化・歴史だけで

なく、経済交流、行政交流を深く行うことにより、相互の発展がなされるものと確信いた

します。 

 次に、１１月１日から２日にかけて、京都府京丹後市、及び宮津市へ総務常任委員会と

して行政視察を実施いたしました。今回の視察目的は地震や津波、また台風等、自然災害

時の対応とその対策の取り組みについてであり、視察しました両市は過去に大きな災害に

遭われ、その後その教訓がどう生かされているかを研修するものでありました。訪問先の

２市はいずれも京都府の中で北部に位置し、日本海に面した町で海外線に沿って走る車窓

から、陸上から海岸までの距離の近さに台風や津波などの自然災害に対する恐怖を身近に

感じるほどでございました。位置としたら、京都の一番北部に位置し、京丹後市は丹後ち

りめん、それと野球の野村監督の出身地でございます。宮津市は観光地の天橋立がある場

所でございます。 

 まず、京丹後市では平成１６年７月に台風災害、同じ年の１０月には新潟中越地震災害

において、それぞれの人的被害が発生し、犠牲者の多くが６５歳以上の高齢者であったこ

とから、高齢者等の災害時援護者の避難支援について、防災対策上の喫緊の課題として認

識されることとなり、国において、平成１７年３月に災害時要援護者の避難支援ガイドラ

インが作成されました。これをもとに、平成２１年６月に災害時要援護者支援プランを策

定し、自治会、民生委員、児童委員の協力により、避難行動要支援者台帳を整備し、要援

護者台帳管理のシステム化と同時にマップの作成や、福祉避難所へ車椅子を配置するなど、

整備を進めてきました。市を挙げて、１年に１回総合防災訓練等を実施しておりますが、

まだまだ防災に対する住民の取り組み意識や価値観が多様であり、更なる事業の意識づけ

を図る必要があり、難病の方や社会福祉施設、医療機関など、介護・医療活動を行う組織

との連携について、今後の課題となっていますとの説明がございました。３月に発生した

東日本大震災後、各小中学校でも津波を想定した訓練も積極的に行われており、学校とし

ては実際に発生すれば、訓練どおりいくという保証もないため、定期的に想定した訓練は

必要であるということでございました。 

 次の訪問先の宮津市についてでございます。平成１６年の台風２３号による土砂災害で

４名のとうとい命を亡くした教訓を受けて、平成１７年以降、６カ年をかけて、行政、防
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災関係機関と地域・住民が一体となって風水害対策を中心に防災体制を強化されておりま

した。ハード面では各地区で急傾斜、砂防、治山、治水等の防災工事を実施するなどのほ

か、ソフト面では防災行政無線の拡充と併せて避難マニュアル、防災マップ、災害時たす

けあいネットワークの整備等を通じて避難体制、要援護者対応等が充実されておりました。

例えば、海抜１０メートル以上の津波避難高台の場所、約９０カ所を選定し、その表示の

ための看板の設置、防災マップ、避難マニュアルを更新し、全戸に配布、防災行政無線、

野外スピーカーでございます、等による伝達以外に、携帯電話登録方式による避難情報等

のメール配信をスタートするなど、情報伝達の充実、また孤立集落、避難所対応のための

食料、ラジオ等の災害時応急対応物資を確保しているとのことでございました。原子力防

災に対しても、北部に高浜原子力発電所があり、京都府において、京都府原子力発電所防

災対策暫定計画を策定したことを受け、当市の一部でありますが、２０キロ圏内に入るた

め、原子力災害住民避難暫定計画を策定し、風水害、地震、津波対策に係る宮津市地域防

災計画の見直しをし、３０キロ圏内となれば宮津市内全域が含まれているため、今年度中

に原子力災害住民避難計画を検討していくということでございました。 

 いずれの市とも、自然災害や福島第一原発事故の教訓を受け、危機感をより高く、訓練

に対してあらゆる角度から想定し、地域防災力の更なる強化に向けて取り組みを進めてお

ります。美馬市でも１２月４日に防災訓練を予定しておりますが、災害はいつ発生するか

わかりません。日ごろから地域ぐるみの助け合いの仕組みを見直し、自分たちの地域は自

分たちで守るという気持ちを忘れずに持たなければならないと感じました。 

 これで、総務常任委員会の閉会中の継続調査報告といたします。 

◎議長（藤川 俊議員） 

 ご苦労でした。 

 続いて、福祉文教常任委員会委員長、郷司千亜紀君。 

◎５番（郷司千亜紀議員） 

 はい、５番。 

◎議長（藤川 俊議員） 

 郷司君。 

［５番 郷司千亜紀議員 登壇］ 

◎５番（郷司千亜紀議員） 

 議長のご指名がございましたので、福祉文教常任委員会の閉会中の継続調査報告をいた

します。 

 去る１１月９日から１０日にかけまして、兵庫県明石市、大阪府大阪市へ行政視察を実

施いたしました。 

 兵庫県明石市では教育委員会が取り組んでおります、あかしっ子元気・体力アップ推進

事業について、詳細に説明をいただきました。毎年、体育の日に実施している全国体力・

運動能力、運動習慣等調査で小・中学生の体力、運動能力が全国平均値を下回る傾向が続

いており、子供たちの体力、運動能力の向上を目指した取り組みをあかしっ子元気・体力
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アップ推進事業として本年度から本格的に実施をしております。具体的な取り組み内容と

しまして、小・中学校を対象とした新体力テストの数値的向上を目指した取り組み、５０

メートル走、立ち幅跳び、ソフトハンドボール投げの走る、跳ぶ、投げるを市内全体の強

化項目として全校が実施し、がんばり賞として、上級、中級、初級のチャレンジバッジを

配布する、また小学校６年間、中学校３年間の記録を書き記すための個人記録カードを作

成する。次に、小体連が中心となり、夏休み前半に行っているにこにこスポーツチャレン

ジ教室の共同開催、小学校４年生以上の体力、運動能力アップを希望する子供を対象とし、

夏休み前半に市内６会場、小学校で実施、参加費１,８００円を徴収し、子供のスポーツ

傷害保険、指導教師の交通費、用具購入費に充てている。指導者は体育担当教師及び若手

教師の中で希望者を募り行っている。熱中症等、安全面を考慮し、各会場には看護師を手

配しております。 

 次に、小・中学校を対象とした、あかしっ子体力向上事業の実施、学校教育計画の中で、

運動プログラム等を活用した体力づくりをあかしっ子体力向上推進校として実施する。推

進期間は１年間、小学校１０校、中学校５校程度を推進校とする。用具購入費として、１

学年５万円、２学年以上が１０万円、継続校については２年目より一律５万円を補助する

が挙げられました。 

 この取り組みにより、昨年度の全国体力・運動能力テストの結果は、緩やかに運動能力

の向上が見られ、今後も走る、跳ぶ、投げるを中心として体力・運動能力、運動習慣等調

査の向上に努める必要があるとのお話をいただきました。 

 また、翌日、大阪府大阪市では大阪市職業リハビリテーションセンターを視察いたしま

した。大阪市職業リハビリテーションセンターは、昭和５０年代の大阪市企画のリハビリ

テーション構想の一環から生まれ、昭和６０年に創設されました。センター設置の趣旨は

障害のある人を一般企業に送り出すこととし、訓練生の募集はハローワークを通じて行っ

ております。本年は身体・知的・精神障害のある人を対象とした１年間の特別委託訓練枠

５０名と、厚労省委託の短期委託訓練、障害者の態様に応じた多様な委託訓練でございま

す。それを３５０名の訓練生を受け入れており、大阪市内の協力いただける事業所で職業

訓練を行っております。所長さんによりますと、障害者としてではなく、人として二十歳

になったら働くのは当然という意識で、その人の一番得意な分野を見つけて評価し、就職

へとつなげていくことや、本人のやる気が一番大切であるとのお話でございました。創設

後、約３,０００人の方々が利用され、社会に巣立っているとのことです。 

 その後、施設を見学させていただき、訓練生からご自身が現在受けている訓練の内容に

ついての説明をいただきました。 

 また、１１月１７日に江原認定こども園及び美馬市適用指導教室、通称みまっこ教室の

現地調査を実施いたしました。江原認定こども園では、初めに認定こども園設置の経過並

びに工事の概要について説明をいただき、その後、木質構造で建築されている工事現場の

見学をいたしました。順調に工事が進捗しているとのことでした。その後、旧穴吹クレー

射撃場跡地にあります、みまっこ教室の現地調査を実施いたしました。みまっこ教室では
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適用指導教室の概要及び現状と課題について詳細なる説明を受けました。担当の先生方の

並々ならぬ子供たちへの想いがよく伝わり、教室の重要性を痛感いたしました。 

 以上、今回の行政視察において得られました明石市教育委員会及び大阪市職業リハビリ

テーションセンターの取り組み、また現地調査で得ることができました事項につきまして、

今後の福祉文教常任委員会における活動に生かしてまいりたいと考えております。 

 以上で、福祉文教常任委員会の閉会中の継続調査報告を終わります。 

◎議長（藤川 俊議員） 

 ご苦労でした。 

 次に、美馬市活性化特別委員会より中間報告を受けたいと存じます。 

 美馬市活性化特別委員会委員長、久保田哲生君。 

◎１１番（久保田哲生議員） 

 １１番、久保田。 

◎議長（藤川 俊議員） 

 久保田君。 

［１１番 久保田哲生議員 登壇］ 

◎１１番（久保田哲生議員） 

 美馬市活性化特別委員会の中間報告をいたします。 

 去る１１月１５日から１６日にかけまして、鳥取県倉吉市へ行政視察に行ってまいりま

した。倉吉市は鳥取県中部に位置し、面積が２７２.１５平方キロメートル、人口約５万

人の市であります。市内には重要伝統的建造物群保存地区に選定された、打吹玉川地区を

始め、土蔵が多く、白壁土蔵の街として知られており、周辺の市や町と連携して、とっと

り梨の花温泉郷を形成している市であります。 

 倉吉市では倉吉市くらしよし産業元気条例の取り組みについて、並びに打吹玉川伝統的

建造物群保存地区における観光振興について視察してまいりました。現下の厳しい経済状

況の中、地域経済の活性化に地域産業の振興が果たす役割は非常に重要になってきており

ます。地域産業が元気になれば、雇用の創出が生まれ、その結果、市民生活が豊かになり

ます。市民生活が豊かになれば、地域の経済活動が活発になり、地域産業も元気になると

いうように、地域産業の振興と市民生活の向上は、相互に関連し合った表裏一体の関係に

あります。そこで、倉吉市くらしよし産業元気条例は、地域産業の振興に向けて、倉吉市

の取り組みを明確にし、くらしよい倉吉をつくるため、議員の発議により制定されたもの

でございます。条例の規定により策定することになっている倉吉市地域産業振興ビジョン

に基づき、新たな事業を実施しております。ここで、何例か紹介したいと思います。 

 市内中小企業者が商品、製品、技術を売り込むための展示会、商談会へ出展し、ビジネ

ス機会を広げる取り組みに係る経費の一部を４０万を限度として助成する、倉吉市商品等

販路開拓支援事業補助金、予算規模は２００万でございます。鳥取県外から参加者が集ま

る大会、会議などのコンベンション、修学旅行、合宿などを倉吉市内で開催する主催者に

対して費用の一部を助成する倉吉コンベンション等誘致支援助成金、予算規模６０万でご
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ざいます。中心市街地の活性化対策について、空き店舗の活用による起業促進として、初

期投資に係る店舗改装費、広告宣伝料などの経費に対して１００万円を上限に２分の１を

補助する起業支援事業費補助金、予算規模が２００万でございます。国の重点分野雇用創

出事業を活用した事業では、倉吉駅に観光客のニーズにワンストップで対応するため、総

合案内係員を設置する倉吉駅観光案内事業、予算規模７８２万円やコンベンションを誘致

したり、開催支援等を行う専任の人材を雇用するコンベンション誘致事業、予算規模５０

０万です。大阪駅構内のセントラルコートに倉吉市をＰＲする看板を設置、予算規模１３

０万、大阪市営バスの車体に観光ＰＲのラッピング広告の掲載、予算規模１６０万円、倉

吉市をＰＲするための観光宣伝用ＤＶＤの作成、予算規模５５０万円、蒜山高原エリアへ

の観光案内板の設置、予算規模９００万など、観光客誘致事業としてとらえております。 

 農商工連携による新産業の創設として、新商品の商品化に向けての取り組みを行ってい

る市内の３５社が加入する会に対して補助を行うものでございます。新産業共通基盤運営

事業補助金、予算規模１００万円など、これらの事業に取り組まれており、本市において

も導入可能な事業も幾つか見受けられ、大変参考になったわけでございます。 

 また、打吹玉川伝統的建造物群保存地区における観光振興についてでは、当初、貴重な

観光資源である白壁土蔵郡を訪れた観光客から、外観だけの物足りなさや期待外れの声が

聞かれたそうでございます。そこで、白壁土蔵郡を商業拠点施設として位置づけ、有効に

整備をするための第三セクター、赤瓦を平成９年度に設立し、新たな独自性のある観光商

業機能を付加し、観・食・買・憩の四つのもてなしの提供と体験の場の提供を目標に今日

まで整備が行われ、現在、赤瓦１号館から１５号館までの１３店舗を展開し、年間を通し

て各種のイベントを開催しているとのことでありました。 

 担当者からは、年間約５０万人の観光客があるが、周辺に温泉地があるため、どうして

も通過型の観光地となっているということでございます。観光客の滞在時間を延ばす取り

組みや団体の食事に対応できる施設の充実などが今後の課題と考えているという話でござ

いました。 

 今回の視察において得ることができました事項につきましては、今後の特別委員会の提

言等に活用してまいりたいと考えております。 

 以上、美馬市活性化特別委員会の中間報告を終わります。 

◎議長（藤川 俊議員） 

 ご苦労でした。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 これより本日の日程に入ります。 

 本日の議事日程につきましては、お手元にご配付の日程表のとおりでありますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、５番 郷司千亜紀君、７番 藤原

英雄君、８番 井川英秋君を指名いたします。お三方、よろしくお願い申し上げます。 
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 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、１１月２４日の議会運営委員会の決定のとおり、

本日から１２月１９日までの２１日間とし、１１月３０日から１２月６日までの７日間と、

１２月１０日から１８日までの９日間は、各常任委員会及び市の休日のため休会とし、ま

た、会議日程についても、お手元に配付のとおりといたしたいと存じますが、これにご異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（藤川 俊議員） 

 異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から１２月１９日までの２１日

間とすることに決定をいたしました。 

 日程第３、議案第８０号、美馬市職員の給与に関する条例及び美馬市職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の一部改正についてから議案第１０４号、訴えの提起につい

てまでの２５件を一括上程し、議題といたします。議案の朗読を省略し、提案理由の説明

を求めます。 

◎市長（牧田 久君） 

 市長。 

◎議長（藤川 俊議員） 

 市長、牧田君。 

［市長 牧田 久君 登壇］ 

◎市長（牧田 久君） 

 皆さん、おはようございます。本日、１２月定例会を招集いたしましたところ、議員各

位におかれましては大変お忙しい中、ご出席をいただきまして誠にありがとうございます。

また、平素は市政発展のためにご支援、ご協力を賜っておりますことにつきましても、重

ねて厚く御礼を申し上げる次第でございます。 

 早いもので、今年もあと１カ月を残すところとなりましたが、今年を振り返りますと、

空前の大災害となった東日本大震災や、紀伊半島を中心に甚大な被害をもたらした台風１

２号など、自然災害の脅威を改めて思い知らされた１年でございました。特に、東日本大

震災の影響により発生をいたしました、想像を絶する大津波は東日本の太平洋沿岸に壊滅

的な打撃を与え、追い打ちをかけるように発生した福島第一原子力発電所の放射性物質漏

えい事故は、今もなお深刻な状況が続いているところでございます。私たちの周辺におき

ましても、東海・東南海・南海の３連動地震などがいつ発生するかわからない状況でござ

いますが、今後とも危機管理体制の充実・強化を図り、災害に強いまちづくりにしっかり

と取り組んでまいらなければならないと考えております。 

 さて、内閣府が公表いたしました１１月の月例経済報告によりますと、我が国の景気は

東日本大震災の影響により、依然として厳しい状況にある中で、緩やかに持ち直しはして

いるものの、電力供給の制限や欧州の政府債危機を背景とした海外景気の減速、更にはタ

イの洪水被害の影響などによっては、下振れするリスクがあると、半年ぶりに下方修正を
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した先月の基調判断を据え置いたところでございます。 

 こうした中で、政府は中期財政フレームを遵守しつつ、東日本大震災からの復旧・復興

や、世界的な金融経済危機に直面をしている我が国の経済社会の再生に全力で取り組むこ

ととし、震災復興や円高対策を柱とした、総額１２兆１,０００億円の第３次補正予算を

今臨時国会に提出し、去る１１月２１日に成立を見たところでございます。今後は一刻も

早く補正予算の効果的な執行を進め、震災復興や日本経済の立て直しといった喫緊の課題

解決に向けた、速やかな対応を強く要望するものでございます。 

 この機会に、本市における平成２４年度の予算編成方針、及び庁舎を始めとする公共施

設の再編整備、並びに木屋平歯科診療所の休診についてのご説明なり、ご報告をさせてい

ただきます。 

 まず、平成２４年度の予算編成方針についてでございます。平成２４年度の地方一般財

源の総額につきましては、国の中期財政フレームにおいて、実質的に平成２３年度の水準

を下回らないよう確保するとはされておりますが、国家財政は大きな歳入不足を生じてお

り、国債、すなわち借金ですが、国債が税収を上回っている予算編成がなされている状況

の中で、地方団体だけが従前どおりの交付税額をもらい続けるということは到底困難であ

るというふうに考えております。従いまして、こうした現下の厳しい経済情勢や震災復興

財源の確保などを勘案すると、本市の重要な財源である地方交付税については、前年度並

みの交付額を確保できるかどうか、不透明な状況でございます。更に、世界同時不況から

脱却するために、平成２１年度に創設をされました、ふるさと雇用再生事業や妊婦健診の

無料化事業などの各種基金事業が本年度をもって期限を迎えることや、子ども手当にかわ

る拡充児童手当の財源措置など、今後、国と地方の協議の場におきまして、調整が必要な

課題もございます。 

 こうした中で、本市の新年度予算につきましては、従前にもましての事務事業全般にお

ける聖域のない見直しを行った上で、総合計画に基づく各種施策を着実に実行するという

方針のもとに、現在予算編成作業を進めているところでございます。 

 平成２４年度は、私にとりましても、市政を担当させていただき、２期目の仕上げの年

となるわけでございますが、今後とも揺るぎない信念を持って、行財政改革に取り組んで

まいりますとともに、限られた財源を有効に活用し、選択と集中による実効性の高い事業

が展開できるよう、最大限の努力を傾注してまいりたいと考えております。 

 次に、庁舎を始めとする公共施設の再編整備についてでございます。庁舎の一元化に向

けた取り組みといたしましては、去る９月３０日に設計業者を選定し、既存庁舎を含めた

基本的な機能や省エネルギーシステムの検討、また防災拠点としての各種機能や外観イメ

ージなど、基本計画の策定を進めているところでございます。今後の工程といたしまして

は、本年度は基本設計を行い、来年度の中旬ごろまでに実施設計を完了させ、その後、工

事に着手をするという計画でございます。 

 また、福祉施設等々を集約した複合施設の整備につきましては、市民の皆様を始め、学

識経験者や各種団体の代表者の方々などによる検討委員会を立ち上げ、来年度中に基本計



－１４－ 

 

画を取りまとめたいと考えております。 

 次に、木屋平歯科診療所の休診についてでございます。木屋平歯科診療所は、平成１１

年１月に現在の運営形態を開始したところでございますが、このところ利用者数が大幅に

減少しており、診療収入につきましては、開設時の４分の１程度に落ち込んでおります。

こうしたことから、歯科医師に対し、現行の契約内容の変更を含め、歯科診療所の経営改

善など、課題解決に向けての対応を申し入れしてまいりましたが、理解が得られない状況

でございます。そこで、今後の歯科診療所運営の参考とするため、本年９月末に地域の皆

様にアンケート調査をお願いいたしましたところ、７５％の方々が歯科診療所を利用して

おられず、今後とも利用しないという回答があり、その理由として歯科診療所の運営に関

するものが数多く寄せられたところでございます。 

 こうしたことから、市といたしましては、現在の歯科医師に対し、本年１２月末をもっ

て委託契約を解除する旨の通知を行ったところでございまして、木屋平歯科診療所につき

ましては、来年１月から新たな体制が整うまで、休診することといたしました。歯科診療

所を利用されておられます皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、今後とも僻地医療

のあり方を十分検討し、地域の皆様のニーズに即した環境整備に努めてまいりたいと考え

ておりますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、当面する市政の課題と主要施策について申し述べたいと存じます。 

 最初に、市民が大切にされるまちづくりについてでございます。近年、急速に進む少子

化や過疎化の中で、家庭や地域における教育力の低下が危惧をされておりますが、こうし

た中で、学校だけではなく、家族や地域住民もそれぞれの役割と責任を自覚し、地域全体

で子供たちの教育に取り組む体制づくりが求められております。 

 本市では、このような社会の要請にこたえるとともに、よりよい教育環境の整備を図る

ために、他の自治体に先駆け、小学校、中学校を対象として、子供たちが自分たちの出身

校に誇りを持ち、将来、自慢できるような特色ある学校づくりを進めるために、学校、保

護者、地域が一体となって、子供たちを育てていくプラスワンスクール事業及びプラスワ

ンスクールステップアップ事業を積極的に進めてまいりました。こうした中で、平成２０

年度から穴吹中学校区をモデル地区として、地域ぐるみで学校教育を支援する仕組みづく

りに取り組んでまいったところでございます。この事業は学校と地域の調整役である地域

コーディネーターや、ボランティアスタッフの皆様などで組織する、穴吹中学校区学校支

援地域本部が運営主体となり、学習や部活動の支援を始め、花壇の整備や登下校時の安全

指導など、さまざまな奉仕活動にも取り組んでいただいたところでございます。 

 また、地元新聞社のご協力をいただき、学校行事を紹介した新聞を発行し、地域に配布

する活動なども実施したところでございますが、こうした地域と連携した学び合い、教え

合いの成果はすぐれた活動事例として高く評価され、去る１１月７日に穴吹中学校区学校

支援地域本部が、文部科学大臣表彰を受賞されたところでございます。ご協力を賜りまし

た１４５人という数多くの地域ボランティアの皆様を始め、関係者の皆様に深く感謝を申

し上げますとともに、心からお喜びを申し上げる次第でございます。今後はこうした活動
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を更に充実し、市内すべての中学校区で共創と協働の理念のもとに、地域ぐるみで学校支

援活動が展開できるような仕組みづくりを進めてまいりたいと考えておりますので、市民

の皆様の積極的なご参加とご協力をお願い申し上げます。 

 続きまして、安心・安全・快適で便利なまちづくりについてでございます。本市の防災

対策についてでございますが、このことにつきましては東海・東南海・南海の３連動地震

等に備え、災害時における相互応援協定の充実や要援護者台帳の整備、被災者支援システ

ム導入など、災害時に迅速に対応するための体制整備に努めているところでございます。

また、孤立集落対策といたしましては、衛星携帯電話の計画的な導入を行っているところ

でございますが、新たな取り組みといたしまして、現在、アマチュア無線愛好家による美

馬市まほろば無線クラブの設立に向けて準備を進めているところでございます。 

 この無線クラブは、まずは避難所を開設した場合などにおいて、災害対策本部との連絡

員としての役割を担う市職員を中心に立ち上げることといたしておりますが、組織体制が

整いましたなら、市民の皆様にもお呼びかけをいたしまして、加入をお願いいたしたいと

考えております。そして、将来的には無線クラブによるネットワークシステムを構築する

とともに、孤立集落対策など、非常時における連絡通信体制の充実を図ってまいりたいと

いうふうに考えております。今後とも、市民の皆様方のご協力をいただきながら、孤立集

落等を防止するために、複数の連絡網を形成いたしまして、災害に強いまちづくりにしっ

かりと取り組んでまいりたいと考えておりますので、何とぞよろしくお願いを申し上げま

す。 

 続きまして、環境と調和するまちづくりについてでございます。まず、拝原最終処分場

適正処理事業についてでございますが、この事業につきましては、去る９月、定例会にお

きまして、新処分場建設に係る用地取得費を始め、埋蔵文化財の発掘調査費等の予算につ

いてご承認をいただき、１０月上旬から、個々の地権者の方との用地交渉を進めておりま

す。この進捗状況につきましては、これまでに計画区域の９５％につきまして、地権者の

方との協議が整い、契約が完了したところでございます。また、埋蔵文化財の発掘調査を

今月１０日から開始したところでございますが、この発掘調査につきましては、今年度は

工事用道路や浸出水処理施設など、工事発注後、最初に施工する部分の調査を行い、来年

度末までにすべての調査を完了させる予定といたしております。なお、適正処理工事を進

めていく上で、必要となる実施設計書もほぼ完了いたしておりますので、今後は順次、入

札に向けた事務手続を進め、平成２４年度初旬には工事が発注できますよう取り組んでま

いりたいと考えております。 

 次に、下水道事業への加入促進についてでございます。本市の下水道加入率につきまし

ては、公共下水道区域が２４.７％、農業集落排水処理区域が４５.８％と、県内でも低い

状況でございます。このため、分担金の減免や排水設備工事費の助成制度などを創設し、

現在、未加入世帯の皆様に対し、下水道への加入促進を呼びかけているところでございま

す。この周知方法につきましては、広報みまへの掲載やケーブルテレビでの放映に加え、

先月初旬から中旬にかけまして、下水道の処理区域ごとに説明会を開催し、加入促進助成
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制度を創設した経緯や、助成制度の内容について詳しく説明をさせていただいておるとこ

ろでございます。また、説明会にご出席をいただけなかった方も大勢おいでになることか

ら、現在、未加入世帯への戸別訪問を実施しているところでございますが、長引く景気の

低迷や高齢者世帯の増加などを背景に、加入促進が思うように進んでいないというのが現

状でございます。しかしながら、このままの状態では、下水道の目的である生活環境の改

善や公衆衛生の向上、また下水道事業会計の健全化を進めることが困難でございますので、

引き続き、未加入世帯への戸別訪問を行うなど、職員一丸となって加入促進に取り組んで

まいりたいと考えておりますので、議員各位におかれましても、格段のご協力を賜ります

ようにお願いを申し上げる次第でございます。 

 続いて、活力がみなぎるまちづくりについてでございます。先月８日から１０日までの

３日間、美馬市の恒例の行事となってまいりました、第６回うだつ黄門まつりが開催をさ

れましたが、この催しの中で、人気テレビ時代劇水戸黄門で八兵衛役を演じられておりま

す、落語家林家三平さんを本市の観光大使として委嘱をさせていただきました。ご承知の

とおり、林家三平さんは、テレビやラジオなど、幅広い分野でご活躍をされており、人脈

も非常に広い方でございますが、今回、開催をいたしました芝居公演、八兵衛の漫遊記に

おいて、うだつ劇団寺子屋の子供たちと共演していただいたご縁もあり、本市の観光大使

を快くお引き受けいただいたものでございます。 

 本市の観光大使は華道家、假家崎省吾氏、映画監督矢田清巳氏に続いて３人目となるわ

けでございますが、観光大使の皆様には、さまざまな方面において本市の魅力を全国にＰ

Ｒしていただくなど、情報発信の重要な役割を担っていただけるものと大いに期待をいた

しております。 

 年明けの１月２１日には假家崎省吾氏をお迎えし、うだつをいける花の絆のオープニン

グセレモニーを開催することといたしておりますが、今後とも観光大使の皆様のご協力を

いただきながら、こうしたイベントを更に充実させるとともに、本市の豊かな自然や歴史

的文化資産などを最大限に活用しながら、効果的な観光振興を積極的に進めてまいりたい

と考えております。 

 続いて、５点目は人が集い、交流が生まれる魅力あるまちづくりについてでございます。

洲本市、新ひだか町との姉妹都市提携についてでございますが、両市町とは、徳島藩の主

席家老でございました稲田家ゆかりの地として、平成２年９月９日に旧脇町が旧洲本市、

及び旧静内町と姉妹都市提携を行い、その後、それぞれの市、町が合併により新たな組織

となってからも友好関係を引き継ぎ、交流を進めております。 

 昨年１０月２３日に開催をいたしました美馬市合併５周年記念式典には、洲本市から竹

内市長さん、新ひだか町からは酒井町長さんにご臨席を賜り、盛大に挙行できたところで

ございますし、また本年２月１８日には、両市町との間に災害時における相互応援協定を

締結いたしまして、引き続き友好交流を進めるとともに、ともに連携し、安全・安心なま

ちづくりに取り組んでいくことを確認したところでございます。しかしながら、本市と両

市町との姉妹都市のあかしともいえる調印書につきましては、合併前の旧脇町から引き継
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がれたものであったことから、去る２６日に挙行されました、洲本市合併５周年記念式典

に先立ち、美馬市として両市町との間に改めて姉妹都市提携の調印を取り交わしたところ

でございます。本市と洲本市、また新ひだか町は、長い歴史の中で、さまざまな人たちの

ご尽力のもとに、友好関係が深まり、かたいきずなで結ばれた間柄でもございます。今後

とも、相互理解と信頼関係のもとに両市町との友好親善をなお一層進めるとともに、市民

の皆様にもご協力を賜り、本市にとって効果的な交流事業が展開できますよう、取り組ん

でまいりたいと考えております。 

 最後に、市民と行政による共創・協働のまちづくりについてでございます。本市の財政

につきましては、合併直後の危機的な状況を改善するため、これまで選択と集中を基本方

針として、事業の厳選に努めるとともに、市民の皆様のご理解、ご協力を賜りながら、聖

域のない行財政改革に取り組んでまいりました。その結果、本市の財政状況は、実質公債

費比率や将来負担比率などの財政健全化判断比率や財政調整基金を始めとする各種基金残

高などから見ても、改善の方向に進んでおり、これまで取り組んでまいりました行財政改

革の成果があらわれているものと考えております。しかしながら、混沌とする社会経済情

勢や地方交付税の優遇措置など、合併特例債の終えんを勘案いたしまして、今後、庁舎の

一元化を始めとする公共施設の再編整備や少子高齢化対策など、多額の財政負担を必要と

する事業にも取り組んでまいりますためには、将来を見据えたしっかりとした財政計画の

もとに、なお一層効率的な行政運営を進めていかなければなりません。 

 このために、本市では将来的な展望のもとに、財政硬直化の大きな要因となる公債費の

削減を図るために、国や民間金融機関と調整を行いながら、平成１９年度から計画的に市

債の繰上償還に取り組んでまいっております。今回の補正予算にも繰上償還金として、３

億１,０００万円を計上いたしておりますが、今後ともこうした繰上償還などを通じまし

て、公債費を始めとする義務的経費の抑制を図り、将来においても持続可能な行財政運営

を確保するとともに、市民生活の向上につながる効果的な事業の推進に努めてまいりたい

というふうに考えております。 

 それでは、上程をいただきました議案につきましてご説明を申し上げます。 

 まず、議案第８０号についてでございますが、徳島県人事委員会の勧告が行われたこと

に伴いまして、美馬市職員の給与に関する条例ほか、１件の条例につきまして所要の改正

を行うものでございます。 

 次に、議案第８１号の平成２３年度美馬市一般会計補正予算（第３号）についてでござ

います。今回の補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ８億１,０００万円を追加し、

補正後の予算総額を、歳入歳出それぞれ２００億５,５００万円とするものでございます。 

 補正予算の主なものでございますが、まず、総務費では危機管理費の中で、被災者支援

システムの構築事業費や、美馬町の寺町に整備を進めております地域防災交流センターの

備品購入費、衛星携帯電話の導入事業費などを合わせまして８３４万５,０００円を計上

いたしております。 

 民生費では、世代間交流施設として整備を進めております、旧重清北小学校及び切久保
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小学校の備品購入費として６２０万円を計上いたしております。 

 農林水産業費では、治山林道事業費の中で、道整備事業として委託料、工事請負費を合

わせて４,０００万円を計上いたしておりますが、これは東日本大震災の復旧・復興財源

を確保するために、被災地以外で実施をされておりました公共事業の５％の執行留保が解

除されたことに伴い、林道関係補助金の追加配分があったことから、今回、予算計上を行

ったものでございます。 

 土木費では、道路新設改良費といたしまして４,２３０万円を計上いたしておりますが、

この費目につきましても、公共事業の５％の執行留保の解除に伴い、財源となる社会資本

整備総合交付金が追加配分されたことなどから、市道の改良、舗装事業費として所要の予

算を計上いたしたものでございます。 

 教育費では、中学校の学校管理費の中で、脇町中学校及び美馬中学校の特別教室棟の耐

力度調査委託料として３１６万円を計上いたしておりますが、これは来年度に予定をいた

しております耐震改修事業に向けまして、文部科学省が定める改築要件を満たすための事

前調査を行うものでございます。 

 災害復旧費では、全体で２億２,１３７万９,０００円を計上いたしておりますが、これ

は台風１２号や台風１５号などにおきまして、被災をした農林道や市道などの復旧事業費

でございます。 

 公債費では、市債の繰上償還金として３億９４１万４,０００円を計上いたしておりま

す。 

 以上が、一般会計補正予算の主な概要でございます。 

 次に、特別会計及び企業会計補正予算の主なものでございますが、議案第８２号から議

案第８５号までとなっておりますが、この中で、議案第８２号の平成２３年度美馬市国民

健康保険特別会計補正予算（第２号）につきましては、平成２４年度から国民健康保険の

被保険者証を個別のカードに変更するための経費等を計上いたしたものでございます。 

 議案第８３号から議案第８５号までの各会計の補正予算につきましては、主に県の人事

委員会勧告により、職員給与等の人件費の調整を行ったものでございます。 

 議案第８８号から議案第９５号までの８件は、美馬市立脇町図書館等の指定管理者を指

定することについて、地方自治法の規定により議決を求めるものでございます。 

 このほか、今定例会には後ほど担当部長の方から説明をさせますが、契約案件が２件、

訴えの提起についての案件が９件、合わせて２５件の議案を提出させていただいておりま

す。 

 ご審議を賜りまして、原案のとおりご可決をいただけますようお願いを申し上げまして、

私からのごあいさつ並びに提案理由の説明とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

◎議長（藤川 俊議員） 

 以上で、市長よりの提案理由の説明を終わります。 

 議事の進行中でございますが、都合により暫時休憩いたします。 



－１９－ 

 

小休 午前１１時１８分 

                                         

再開 午前１１時２６分 

◎議長（藤川 俊議員） 

 休憩前に引き続き、会議を開き、審議を続けます。 

 保険福祉部長、西前君。 

［保険福祉部長 西前清美君 登壇］ 

◎保険福祉部長（西前清美君） 

 失礼いたします。私の方からは議案第８６号と議案第８７号について説明をさせていた

だきます。 

 まず、議案第８６号でございます。議案書の８ページでございます。工事請負契約の変

更について、平成２３年３月１日議決の平成２２・２３年度江原認定こども園新築工事請

負契約のうち契約金額を次のとおり変更したいので、議決を求めるものでございます。変

更前契約金額は５億１,４２９万円、うち取引に係る消費税及び地方消費税の額は２,４４

９万円でございましたが、変更後の契約金額は５億７,４１８万５,１５０円、うち取引に

係る消費税及び地方消費税の額は２,７３４万２,１５０円でございます。 

 主な変更につきましては、１点目は東側のフェンスを化粧ＲＣ塀に変更し、園内にいる

子供たちの安全のためにセキュリティ効果を高めることとしております。約４７３万円で

ございます。２点目は子供たちの心身の成長を図るため、総合型遊具を設置し、創造力を

養うとともに体力の増強を図るものでございます。約１,４５０万円でございます。３点

目は、零歳児から３歳児の保育室の床暖房を設置し、環境の変化に対応が難しい子供たち

の健康管理を促進いたします。約１,５０３万円でございます。その他、建築工事及び電

気工事、衛生設備工事でそれぞれの変更を行いまして、合計５,９８９万５,１５０円の追

加となり、今回の変更契約の議決をお願いするものでございます。 

 続きまして、議案書の９ページでございます。議案第８７号、物品購入契約の変更につ

いてでございます。平成２３年６月２３日議決の平成２３年度江原認定こども園給食室整

備事業物品購入契約のうち契約金額を次のとおり変更したいので、議決を求めるものでご

ざいます。変更前契約金額は２,１００万円、うち取引に係る消費税及び地方消費税の額

は１００万円でございましたが、変更後の契約金額は２,４４６万８,１５０円、うち取引

に係る消費税及び地方消費税の額は１１６万５,１５０円でございます。 

 主な変更につきましては器具や食器を追加したものでございます。約２９９万円でござ

います。これは、子供たちの食器や食缶、また、まないたや包丁などを購入するもので、

保管スペースとの関係や食器、食缶等の傷みも激しく、子供たちの健康に与える衛生面を

考えた場合、今回新しいものにすべきであると認め、器具や食器を追加したものでござい

ます。その他、設備機器で、電気回転がまや、テーブル型冷蔵庫等の形式を変更いたしま

して、合計３４６万８,１５０円の追加となり、今回の変更契約の議決をお願いするもの

でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 



－２０－ 

 

◎建設部長（武田季三君） 

 議長、建設部長。 

◎議長（藤川 俊議員） 

 建設部長、武田君。 

［建設部長 武田季三君 登壇］ 

◎建設部長（武田季三君） 

 それでは、ただ今上程をいただきました議案第９６号から議案第１０４号までについて、

一括してご説明申し上げます。議案書の１８ページをお開きください。 

 議案第９６号、訴えの提起について、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定により、

訴えの提起をすることについて、議会の議決を求めるものでございます。議案第９６号か

ら２５ページに記載いたしております議案第１０３号までの８件、市営住宅の家賃滞納者

に対する市営住宅の明け渡し等請求の訴えの提起でございます。また、２６ページに記載

しております議案第１０４号は賃料請求の訴えの提起でございます。 

 本件につきましては、滞納者に対し、再三支払い請求を行ったにもかかわらず、一部の

方を除き、返答もなく、いまだ滞納したままでございます。長期滞納者９名及び連帯保証

人に対して住宅の明け渡し請求と滞納家賃を完納するよう最終催告を行い、期限までに納

付しない場合には、公営住宅法及び美馬市営住宅の設置及び管理に関する条例の規定に基

づき市営住宅の使用を取り消し、直ちに住宅の明け渡し請求と家賃の請求を求める訴訟の

手続を取ることを通知するものでございます。 

 この９件につきましては、議決を得た後、事務処理を行い、来年１月中旬に最終催告書

を送付し、２週間の猶予期間をおき、期限までに納付しない場合には、直ちに訴訟の手続

を行います。なお、今回提訴する９名分の滞納状況についてでございますが、滞納月数４

２カ月から１２９カ月で、滞納家賃合計額は８９９万４,８００円となっております。 

 以上で、議案第９６号から議案第１０４号の説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

◎議長（藤川 俊議員） 

 以上で、本議会に提案されました説明は終わります。 

 本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

 次会は１２月７日午前１０時をもって開会をいたし、代表質問、一般質問を行いたいと

存じます。本日はこれをもって散会といたしたいと存じます。 

散会 午前１１時３４分 

 


